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Ⅰ．はじめに 

 

 現在の地方公共団体の会計は「会計年度独立の原則」に基づいており、また、

会計の手法も現金主義に基づく単式簿記が採用され、歳入歳出の収支や決算書類

等を作成しています。しかし、この方式は、資金の流れや使い道を見るのには適

していますが、資産や負債等のストックの情報や、減価償却費、引当金などの現

金の流れを伴わないコストの情報が把握できないといった問題があります。 

 こうした中、平成１７年１２月に閣議決定された「行政改革の重要方針」や平

成１８年６月に成立した「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進

に関する法律」によって、地方公共団体における「資産・債務改革」の必要性が

明確にされました。 

また、「地方公共団体における行政改革の更なる推進のための指針」（平成１８

年８月総務省事務次官通知）において、普通会計及び公営企業や第三セクター等

も含む連結ベースで、財務書類を作成し、資産・債務に関する情報開示と適正な

管理の推進、未利用財産の売却促進や資産の有効活用等を図ることとされました。 

これを受けて、高砂市では兵庫県内のほとんどの自治体が採用する「総務省方

式改訂モデル」により、普通会計及び連結ベースでの財務書類を作成してきまし

た。 

こうした財務書類の整備は全国的にも進められていますが、財務書類の作成に

あたって複数の会計基準（総務省方式改定モデル、基準モデル、一部の自治体に

よる独自方式）があることで、団体間を比較することが難しいなどの課題があり

ました。 

このため、総務省において、平成２６年４月公表の「今後の新地方公会計の推

進に関する研究会報告書」に記載された「統一的な基準」に基づく地方公共団体

の財務書類作成の基準が示され、「統一的な基準による地方公会計の整備促進につ

いて」（平成２７年１月総務大臣通知）により平成２９年度までにすべての地方公

共団体において「統一的な基準」による財務書類等を作成することとなりました。 

高砂市では、平成２８年度決算から「統一的な基準」に基づいた財務書類を作

成しました。 

財務書類の作成・公表を通じ、市全体の財政状況の公表、資産・債務の適正な

管理及び効果的な行財政運営の資料として活用していきたいと考えています。 

-1-



１．財務書類の作成方法等

（注１）第三セクター等については本市が資本金、基本金等を５０％以上を出資している団
体を連結対象としています。また、出資比率が２５％以上で、その経営に影響力を及ぼして
いると判断される団体は連結対象とします。
（注２）兵庫県市町村職員退職手当組合は、独自の庁舎など重要な資産や退職手当に関連す
る債務以外の重要な債務を有していないこと、運用益相当額が構成団体に按分され、構成団
体の貸借対照表の退職手当組合積立金に加算されていること、原則として、構成団体が同一
の取扱い（一般会計等構成団体の財務書類作成段階で連結したとみなす）をしているため、
連結対象から除外しています。

加古川市外２市共有公会堂事務組合

第三セクター等
高砂市施設利用振興財団

高砂市勤労福祉財団

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

一部事務組合・広域連合

兵庫県後期高齢者医療広域連合

東播磨農業共済事務組合

病院事業会計

水道事業会計

工業用水道事業会計

国民健康保険事業特別会計

下水道事業特別会計
連結

全体

一般会計等
一般会計

広域ごみ処理事業特別会計

公営事業会計

　【連結対象団体一覧】

区分 会計・団体・法人の名称

　一般会計と公営事業会計以外の特別会計の合算額をいいます。高砂市では、一般会計に広
域ごみ処理事業特別会計を加えた額が「一般会計等」となります。

②全体・連結

　高砂市では一般会計等で実施している事業のほかに、病院事業、水道事業、国民健康保険
事業等の公営事業会計など、市民と密接な関わりをもつ事業を行っています。また、市自ら
が行う事業とは別に、連携協力して行政サービスを提供している一部事務組合や第三セク
ターもあります。このように市の財政は一般会計等のみで行政サービスを提供しているので
はないため、財務活動を分析するためには全体・連結財務書類を用いる必要があります。本
市が一般会計等、全体及び連結対象としている会計は次のとおりです。

　平成２６年４月に総務省が公表した「今後の新地方公会計の推進に関する研究会報告書」
の『統一的な基準』及び平成２７年１月に同省が公表した「統一的な基準による地方公会計
マニュアル」に基づき作成しています。

（２）対象とする会計

①一般会計等

Ⅱ．財務書類４表について

（１）作成の前提条件

①作成する財務書類
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①貸借対照表

②行政コスト計算書

③純資産変動計算書

④資金収支計算書

　純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産の部を構成する「固定資産等形成分」、「余
剰分（不足分）」が１年間でどのように変動したのかを表した財務書類です。また、純資産
の部は今までの世代が負担してきた部分ですので、１年間で今までの世代が負担してきた部
分が増えたのか減ったのかがわかります。

　資金収支計算書は、１年間の歳計現金の収入・支出の動きをその性質に応じて「業務活動
収支」、「投資活動収支」、「財務活動収支」の３つの性質別に区分し表示した財務書類で
す。どのような要因で資金が増減したのかを把握することが可能となります。

（７）財務書類４表について

　貸借対照表は、地方公共団体が住民サービスを提供するために保有している財産（資産）
と、その財産をどのような財源（負債・純資産）から調達したかを対照表示した財務書類で
す。
　左側（借方）の「資産の部」は、行政サービスを提供するために形成してきた道路、学校
などの有形固定資産や出資金、貸付金、現金預金などがあり、右側（貸方）には、その資産
を形成した財源を表す「負債の部」と「純資産の部」から構成されています。
　借方の「資産の部」と貸方の「負債の部」「純資産の部」の合計が一致し、左右のバラン
スがとれた状態となることから、バランスシートとも呼ばれています。

　行政コスト計算書は、貸借対照表が期末における資産や負債の状況を表すのに対して、一
年間の行政活動のうち資産形成につながらない行政サービスにかかった消費的な経費や受益
者負担がどの程度あったのかを把握することができる財務書類です。

　固定資産台帳や決算の歳入・歳出データの数値（個々に複式仕訳を実施）を基礎として作
成しています。
　なお、上記のものでは把握できないデータについては、「地方公共団体の財政健全化に関
する法律」による健全化判断比率の算定データ、財務書類作成のために新たに算定したデー
タ（賞与引当金等）等も活用しています。

（６）連結の手法

　連結財務書類の基礎となる団体・法人の個別財務書類は、基本的に各団体・法人固有の会
計基準により作成されています。会計基準の違いにより財務書類の表示科目も異なります
が、一般会計等の財務書類に揃えるため、各連結対象法人等の既存の法定決算書類を基礎と
して必要な読替を行っています。
　また、連結財務書類は、連結範囲となる会計・団体・法人等を一つの行政サービスの実施
主体とみなすため、連結対象間での取引は相殺消去しています。

（４）固定流動の区分

　現金及び貸借対照表基準日の翌日から起算して、１年以内に現金として回収されるものを
流動資産、また、その支払期限が貸借対照表基準日の翌日から起算して１年以内に到来する
ものを流動負債とし、それ以外のものを固定資産及び固定負債とする一年基準を採用してい
ます。

（５）財務書類作成に用いる基礎データ

（３）対象となる年度

　対象年度は平成２９年度とし、平成３０年３月３１日を作成基準日としています。
　なお、出納整理期間（平成３０年４月１日から平成３０年５月３１日まで）における出納
については、基準日までに処理したものとして処理しています。
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＝ ＝

＋ ±

本年度末歳計外現金残高 固定資産等の変動

＋ ＋

前年度末資金残高 財源

－ －

支出

【資金収支計算書】 【純資産変動計算書】

収入 前年度末残高

臨時損失

－

臨時利益

＝
－

経常収益

＋

資産 負債 経常費用

　財務書類４表は、下図のように相互に関連を持っています。
　貸借対照表の純資産は、国・県からの補助金や自団体の財源で既に負担した部分を表して
います。この純資産の変動を表したものが、純資産変動計算書です。純資産変動計算書にお
ける純経常行政コストが一般財源、補助金等受入等を超過すれば、純資産が減少し、逆に一
般財源、補助金等受入等が純経常行政コストを超過すれば、純資産が増加することになりま
す。
　行政コスト計算書は、純資産変動計算書の純経常行政コストの明細であり、１年間にか
かった経常コスト総額から受益者負担である経常収益を控除することで、一般財源、補助金
等受入等で負担すべき純経常行政コストが算出されます。
　資金収支計算書の期末歳計現金残高は、貸借対照表の歳計現金と一致します。これは、資
金収支計算書は、貸借対照表に計上されている歳計現金の増減の明細であることを意味しま
す。

【財務書類４表の相互関係】

【貸借対照表】 【行政コスト計算書】

（８）財務書類４表の関係

純資産
歳計現金

期末歳計現金残高

純行政コスト

期末純資産残高

純資産現金預金

純行政コスト

本年度末現金預金残高 本年度末純資産残高
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２．用語解説

（１）貸借対照表

固定資産等形成分 資産形成のために充当した資源の蓄積

余剰分（不足分） 消費可能な資源の蓄積

賞与等引当金
翌年度（Ｎ+１年度）に支払うことが予定されている職員の賞与等
のうちＮ年度の勤務によって発生する負担相当額

預り金 第三者から寄託された資産に係る見返負債

1年内償還予定地方債 市債のうち翌年度に返済すべきもの

未払金
長期未払金が翌々年度以降の支出予定額に対し、翌年度の支出予定
額

損失補償等引当金
地方公共団体が損失補償を行っている公社や第三セクター等の債務
のうち、履行すべき額が確定していない損失補償に対して計上した
額など

流動負債 返済期限が１年以内の債務

長期未払金
既に物件の引渡しやサービスの提供を受けたものについて支払って
いない額、あるいは債務保証や損失補償の履行が決定した額など

退職手当引当金
年度末に全職員が自己都合退職すると仮定した場合に必要な退職手
当の額

固定負債 返済期限が１年を超える債務

地方債 市債のうち翌々年度以降に返済すべきもの

基金（流動資産）
財政調整基金（将来の収入減や災害等の不測の支出に備えるため積
立てられた基金）と減債基金（地方債の償還に充てるために積立て
られた基金）

未収金
保有する債権のうち、当年度末日現在で回収期限から１年未満の債
権で、長期延滞債権に該当しないもの

短期貸付金 貸付金のうち、翌年度に償還期限が到来するもの

徴収不能引当金
保有する債権のうち、徴収不能のおそれのある債権の見込額（民間
企業の貸倒引当金にあたるもの）

現金預金 現金及び現金同等物

長期貸付金
自治法第240条第1項に規定する債権である貸付金のうち、流動資産
に区分されるもの以外のもの

基金（固定資産）
特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、又は定額の資
金を運用するために設けられる資金又は財産

投資損失引当金
連結対象団体への出資金や保有株式の実質価格が低下した場合に計
上するもの

長期延滞債権
保有する債権のうち、当年度末日現在で回収期限から１年以上経過
している債権が存在する債務者に対するすべての債権

インフラ資産 道路、公園等の社会基盤となる資産

投資及び出資金 病院や第三セクター等への出資金など

事業用資産
庁舎，学校、市営住宅等の公共サービスに供されている資産で，イ
ンフラ資産，物品以外の資産
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（３）純資産変動計算書

無償所管換等 無償で譲渡または取得した固定資産の評価額など

国県等補助金 国庫支出金及び都道府県支出金など

資産評価差額 有価証券等の評価差額

純行政コスト 純経常行政コストに臨時損失を加え，臨時利益を控除したもの

税収等 地方税、地方交付税、地方譲与税など

純行政コスト 純経常行政コストに臨時損失を加え，臨時利益を控除したもの

前年度末純資産残高 貸借対照表における前年度末の純資産残高

資産除売却損
資産の売却による収入が帳簿価額を下回る場合の差額及び除却した
資産の除却時の帳簿価額

資産売却益 資産の売却による収入が帳簿価額を上回る場合の差額

経常収益 行政サービス提供の結果得られた受益者負担金

純経常行政コスト
資産形成に結びつかない経常的な行政サービスを提供するために発
生する経常行政コストと行政サービスの対価、すなわち受益者負担
である経常収益との差額

社会保障給付 生活保護や児童手当の支給、医療費の助成等に要する福祉的な経費

他会計への繰出金
国民健康保険事業特別会計等の他会計に対する財政支援（繰出金）
に係る経費

徴収不能引当金繰入額
時効等の理由により回収が困難であると見込まれる市税や使用料、
手数料等の額

補助金等 各種団体等に対する負担金や補助金等

減価償却費 有形固定資産の価値が、経年劣化等により減少したと認められる額

支払利息 市債及び一時借入金の利子支払額

物件費
行政サービスを行うために必要な消耗品費、光熱水費、委託料等の
消費的性質の経費

維持補修費 公共用施設等の維持修繕に要する経費

賞与等引当金繰入額 当該年度において、賞与等引当金繰入額として新たに繰入れた額

（２）行政コスト計算書

職員給与費
職員の給与や各種手当といった費用から退職手当負担金支払額を除
いた額
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本年度末資金残高 歳計外現金を除く現金預金の残高

本年度末現金預金残高 当年度の貸借対照表における現金預金計上額

財務活動収支 地方債等の元金償還や発行による収支

本年度資金収支額
１年間における資金収支の結果
（業務活動収支、投資活動収支、財務活動収支の合計）

業務活動収支
税収等，国県等補助金，使用料及び手数料等の業務収入と臨時収入
の合計から，業務費用，移転費用及び臨時支出を控除したもの（投
資活動及び財務活動以外のもの）

投資活動収支
公共施設等の取得や売却，基金の積立てや取崩し，投資及び出資金
等の増減に係る収支

（４）資金収支計算書
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Ⅲ．一般会計等財務書類

（単位：千円）

93,974,574  １　固定負債 39,273,959

87,677,508 （1）地方債 31,181,699

50,203,967 （2）退職手当引当金 7,184,879

28,557,759 （3）その他 907,381

19,113,330  ２　流動負債 3,551,119

1,093,480 （1）1年内償還予定地方債 2,691,026

1,439,398 （2）賞与等引当金 333,018

37,057,145 （3）預り金 315,324

16,596,039 （4）その他 211,751

201,193 負債合計 42,825,078

19,920,411

339,502  １　固定資産等形成分 97,946,496

416,396  ２　余剰分（不足分） △ 41,630,653

395,811

395,811

5,901,255

10,872,223

△ 6,824,825

1,001,096

1,043,527

△ 190,766

5,166,347

1,107,439

97,571

100

3,971,822

△ 10,585 純資産合計 56,315,843

99,140,921 負債及び純資産合計 99,140,921

（4）基金

純資産の部

③長期延滞債権

①投資及び出資金

（5）徴収不能引当金

資産合計

（2）無形固定資産

①ソフトウェア

 ２　流動資産

（1）現金預金

（2）未収金

②投資損失引当金

ⅱ建物

ⅲ工作物

ⅳ建設仮勘定

③物品

（3）投資その他の資産

ⅰ土地

ⅱ建物

ⅲ工作物

ⅳ建設仮勘定

②インフラ資産

ⅰ土地

（3）短期貸付金

④基金

⑤徴収不能引当金

一般会計等貸借対照表
（平成30年3月31日）

資産の部 負債の部

 １　固定資産

（1）有形固定資産

①事業用資産
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１．一般会計等貸借対照表からみた財政状況

（１）資産の部
①有形固定資産

②投資その他の資産

③流動資産

（２）負債の部
①固定負債

②流動負債

（３）純資産の部

　「余剰分（不足分）」がマイナスであるということは、翌年度以降の負担額のうち約４１６億
円は既に使途が拘束されていることを意味しますが、これは、臨時財政対策債などの赤字地方債
や、退職手当引当金のように資産形成に直接繋がらない、将来に負担のみを残している負債に対
する備えが蓄えられていないことを表しています。

　「投資その他の資産」は５９億１２６万円で、市民病院等への出資金などの「投資及び出資
金」、特定の目的のために積み立てる基金等が計上されています。なお、期限が到来してから１
年以上回収できていない地方税等の「長期延滞債権」も将来、回収により現金化可能な資産とし
て１０億１１０万円を資産計上しています。
　また、「徴収不能引当金」として１億９，０７７万円マイナス計上していますが、これは、長
期延滞債権のうち、時効等により回収が困難になると見込まれる額です。

　現金や地方税等の未収金や必要に応じてすぐに使える流動性の高い基金などの「流動資産」の
総額は、５１億６，６３５万円となっています。
　「現金預金」が１１億７４４万円、市税等の収入未済額のうち、その年度に新たに発生した
「未収金」を９，７５７万円資産計上しており、そのうち将来回収が困難と見込まれる額として
「徴収不能引当金」を１，０５９万円マイナス計上しています。また、「基金」が３９億７，１
８２万円で、その内訳は将来の不測の支出に備えて積立てている「財政調整基金」が２２億７，
８１１万円、地方債の償還に充てるため積立てられた基金である「減債基金」が１６億９，３７
１万円となっています。

　支払いや返済が長期に渡る「固定負債」は３９２億７，３９６万円で、その内訳は資産形成等
に伴う「地方債」が３１１億８，１７０万円、全職員が自己都合退職すると仮定した場合に必要
となる「退職手当引当金」が７１億８，４８８万円、その他の固定負債が９億７３８万円となっ
ています。

　有形固定資産は総資産額の８８．４％に達しており、庁舎，学校、市営住宅などの「事業用資
産」が５０２億３９７万円（構成比５７．３％）で最も高い割合を示しており、次に道路、公園
などの「インフラ資産」が３７０億５，７１５万円（構成比４２．３％）となっています。

　返済期限が１年以内のものや既に支払義務が確定しているものなどの「流動負債」は３５億
５，１１２万円で、内訳は「1年内償還予定地方債」が２６億９，１０３万円、「賞与等引当
金」が３億３，３０２万円、「預り金」が３億１，５３２万円、その他の流動負債が２億１，１
７５万円となっています。

　純資産のうち「固定資産等形成分」は、資産形成のために充当した資源の蓄積をいい、固定資
産の額に流動資産における短期貸付金及び基金を加えた額で、９７９億４，６４９万円となりま
した。
　「余剰分（不足分）」は、費消可能な資源の蓄積をいい、流動資産（短期貸付金及び基金を除
く）から負債を控除した額で、翌年度以降に自由に使える財源を意味しますが、４１６億３，０
６５万円のマイナスとなっています。

　高砂市の平成２９年度貸借対照表は、資産が９９１億４，０９２万円、負債が４２８億２，５０
８万円であり、資産から負債を差引いた純資産は５６３億１，５８４万円となりました。

　「固定資産」は９３９億７，４５７万円で、そのうち長期間にわたって住民サービスを提供す
るために使用される道路や公園、小学校・中学校などの土地や建物等の「有形固定資産」が８７
６億７，７５１万円で、うち土地は４５１億５，３８０万円となっています。
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（単位：千円）

13,016,000
6,010,062
5,673,394

336,668
6,464,343
4,102,837

141,915
2,219,591

541,595
235,321
140,303
165,971

16,221,438
7,792,468
6,127,992
2,183,596

117,382
29,237,438

578,293
924,730

1,503,023
27,734,415

286,873
286,873

17,382
83,198

100,580
27,920,708

②その他

一般会計等行政コスト計算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

経常費用

 １　業務費用

①職員給与費

（1）人にかかるコスト

（経常費用-経常収益）

（4）その他

経常費用合計

（2）物にかかるコスト

①物件費

②維持補修費

（3）その他のコスト

①支払利息

②徴収不能引当金繰入額

③減価償却費

臨時損失合計

臨時利益

 ２　その他

臨時利益合計

 １　資産除売却損

 １　資産売却益

③その他

 ２　移転費用

（1）補助金等

（3）他会計への繰出金

純行政コスト

臨時損失

 ２　その他

経常収益合計

（2）社会保障給付

純経常行政コスト

経常収益

 １　使用料及び手数料

（純経常行政コスト+臨時損失-臨時利益）
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２．一般会計等行政コスト計算書からみた財政状況

（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）その他のコスト

（４）移転費用

（５）経常収益

（６）臨時損失

（７）臨時利益

　「物件費」は４１億２８４万円、「維持補修費」は１億４，１９２万円、「減価
償却費」は２２億１，９５９万円となり、経常費用の２２．１％を占めています。

　「支払利息」は２億３，５３２万円、「徴収不能引当金繰入額」は１億４，０３
０万円、その他の行政コストは１億６，５９７万円となり、経常費用の１．９％を
占めています。

　「資産除売却損」は２億８，６８７万円となりました。

　「資産売却益」は１，７３８万円となりました。

　「使用料及び手数料」による収入が５億７，８２９万円、その他の収入が９億
２，４７３万円となりました。

　「補助金等」は７７億９，２４７万円、「社会保障給付」は６１億２，７９９万
円、「他会計への繰出金」は２１億８，３６０万円、その他の移転費用は１億１，
７３８万円となり経常費用の５５．５％を占めています。

　資産形成に結びつかない１年間の行政サービスを提供するのに要した経費である
「経常費用」は２９２億３，７４４万円、行政サービス提供の結果得られた受益者
負担である「経常収益」は１５億３０２万円となり、差引いた「純経常行政コス
ト」は２７７億３，４４２万円となりました。これに「臨時損失」と「臨時利益」
の差額を含めた「純行政コスト」は２７９億２，０７１万円となりました。

　「職員給与費」は５６億７，３３９万円、その他の人件費は３億３，６６７万円
となり、経常費用の２０．６％を占めています。
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（単位：千円）

54,750,151

△ 27,920,708

29,394,122

21,895,734

7,498,388

1,473,414

27,388

64,890

1,565,692

56,315,843

無償所管換等

前年度末純資産残高

純行政コスト（△）

財源

本年度純資産変動額

一般会計等純資産変動計算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

税収等

国県等補助金

本年度差額

資産評価差額

本年度末純資産残高
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３．一般会計等純資産変動計算書からみた財政状況

（１）純行政コスト

（２）財源

（３）資産評価差額

（４）無償所管換等

　「純行政コスト」は行政コスト計算書では、直接行政サービスの対価として
収入された、使用料及び手数料等の経常収益のみを財源として充て、それに臨
時損益を加えていたため、２７９億２，０７１万円のマイナスでした。

　純行政コストに対して、受益者負担以外の収入（市税等の一般財源や国県補
助金等受入）が、２９３億９，４１２万円となっています。

　「無償所管換等」は６，４８９万円のプラスとなりました。

　「資産評価差額」は２，７３９万円のプラスとなっていますが、これは主に
有形固定資産の土地の評価替えを行ったことによる増額です。

　平成２９年度の期末純資産残高は５６３億１，５８４万円となり、前年度か
ら１５億６，５６９万円増加しています。

　純資産が増加した場合は、現役世代が自らの負担によって将来世代も利用可
能な公共資産を蓄積したことを意味するので、将来世代の負担は軽減されてい
ると考えられます。逆に純資産が減少した場合、現役世代が将来世代にとって
も利用可能であった公共資産を消費し行政サービスを享受する一方で、将来世
代にその分の負担が先送りされていると考えられます。
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（単位：千円）

27,239,873

11,015,343

6,286,252

4,333,709

235,321

160,061

16,224,530

7,792,468

6,127,992

2,183,596

120,474

28,879,781

21,021,308

6,636,466

578,594

643,413

1,639,908

4,591,598

3,561,888

347,710

682,000

2,630,145

861,922

23,705

668,294

168,050

908,174

△ 1,961,453

一般会計等資金収支計算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

業務活動収支

（1）業務費用支出

①人件費支出

②物件費支出

 １　業務支出

③支払利息支出

④その他の支出

（2）移転費用支出

業務活動収支

③他会計への繰出支出

①補助金等支出

②社会保障給付支出

（3）使用料及び手数料収入

（4）その他の収入

④その他の支出

 ２　投資活動収入

（1）公共施設等整備費支出

（2）基金積立金支出

（1）国県等補助金収入

（2）基金取崩収入

（3）貸付金支出

（4）資産売却収入

投資活動収支

 １　投資活動支出

（3）貸付金元金回収収入

（5）その他の収入

投資活動収支

 ２　業務収入

（1）税収等収入

（2）国県等補助金収入
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3,023,150

2,783,301

239,849

3,600,813

3,600,813

577,663

256,118

535,997

792,115

346,076

△ 30,752

315,324

1,107,439

４．一般会計等資金収支計算書からみた財政状況

（１）業務活動収支

（２）投資活動収支

（３）財務活動収支

 １　財務活動支出

財務活動収支

（1）地方債償還支出

（2）その他の支出

 ２　財務活動収入

（1）地方債発行収入

財務活動収支

前年度末歳計外現金残高

本年度末歳計外現金残高

本年度資金収支額

本年度歳計外現金増減額

前年度末資金残高

本年度末資金残高

本年度末現金預金残高

　資金収支計算書は、財務書類のうち唯一現金主義に基づいて作成されており、その数
値は「貸借対照表」の流動資産に計上した「現金預金」と一致します。
　「業務活動収支」が１６億３，９９１万円のプラス、「投資活動収支」が１９億６，
１４５万円のマイナス、「財務活動収支」が５億７，７６６万円のプラスとなり、「本
年度資金収支額」が２億５，６１２万円となりました。その結果、本年度末資金残高
は、７億９，２１２万円となっています。これに「歳計外現金」３億１，５３２万円を
合わせた「本年度末現金預金残高」は１１億７４４万円となっています。

　「業務活動収支」は、人件費、物件費、社会保障給付（扶助費）などの行政サービス
の提供に関する経常的・臨時的な行政活動に伴う資金収支をいいます。
　業務活動収支の支出合計は、２７２億３，９８７万円となり、収入合計は２８８億
７，９７８万円となりました。

　財務活動収支の支出合計は、３０億２，３１５万円となり、収入合計は３６億８１万
円となりました。

　「投資活動収支」は、道路、学校、公園など公共施設整備や基金積立・取崩など、市
の資産の増減に伴う資金収支をいいます。
　投資活動収支の支出合計は、４５億９，１６０万円となり、収入合計は２６億３，０
１５万円となりました。

　「財務活動収支」は、地方債発行や元金償還など、市の負債の増減に伴う資金収支を
いいます。
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Ⅳ．一般会計等財務書類の分析指標

１．歳入額対資産比率

年

２．有形固定資産減価償却率

％

３．社会資本等形成の世代間負担比率(純資産比率(過去及び現世代負担比率)、将来世代負担比率)

56.8

19.4

％ （前年度56.3％）

％ （前年度19.0％）

（前年度57.5％）

純資産

56,315,843

有形・無形固定資産合計

100
17,112,848

地方債残高

88,073,319
×／

－

有形固定資産減価償却率

※地方債残高は、地方債合計から臨時財政対策債、減収補填債特例分、減税補填債、臨時税
収補填債、臨時財政特例債の合計を除いた金額です。

社会資本等形成の将来世代負担比率

純資産比率

99,140,921
×／

　総資産のうち、純資産による形成割合を見ることにより、これまでの世代（過去及び現世
代）によって既に負担された割合をみることができます。
　また、負債に着目すれば、将来返済しなければならない、今後の世代によって負担する割
合を見ることができます。
　将来世代負担比率が低い方が財政的には健全といえますが、世代間負担の公平を図るため
には、過去及び現世代が過度に負担することも適当ではありません。

100 ＝

＝

資産合計

　有形固定資産のうち、償却資産の取得価額等に対する減価償却累計額の割合を算出するこ
とにより、耐用年数に対して資産の取得からどの程度経過しているのかを示した指標です。
　この比率が高ければ高いほど、近い将来、施設等の大規模改修や建替等が必要になる可能
性があります。

（前年度2.86年）2.77

47,349,094

99,140,921 35,749,866

減価償却累計額
） ×

減価償却累計額
／　（

有形固定資産合計

＝

土地等の非償却資産

　財務書類のデータ等による指標を分析することにより、高砂市の財政状況を多角的に分析
することが可能となります。また、各指標は経年で比較することや類似団体と比較すること
により、全体の大まかな傾向を把握するのに有効です。
　なお、各指標は平成３１年３月に総務省が公表した「地方公会計の推進に関する研究会報
告書」に基づき算出していますが、単年度に発生した取引の影響で大きく数値が変動した
り、他団体は別の算出方法により指標を作成している場合があるため、経年比較や類似団体
比較をする場合には留意が必要です。

　歳入総額に対する資産の比率を算定することにより、これまでに形成されたストックであ
る資産は、歳入の何年分に相当するかを表し、資産形成の度合いを測ることができます。
　この比率が高いほど社会資本の整備が進んでいると考えられますが、これからの維持管理
に多額の経費が必要となります。

資産合計
／

歳入総額
＝

歳入額対資産比率

56,559,800 58.4

56,559,800 87,677,508

＋ 100
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４．受益者負担比率

5.1

５．行政コスト対税収等比率

％

【住民一人当たり貸借対照表】 （単位：千円）

人

％ （前年度5.8％）

無形固定資産 395,811 4

92,020住民基本台帳人口（H30.1.1）

1,021

403

流動負債

545

項目

有形固定資産

事業用資産

953

住民一人当たり

37,057,145インフラ資産

物品

投資その他の資産

39,273,959

資産合計

5,166,347

416,396

純資産合計

42,825,078 465

64

56

38

87,677,508

99,140,921

一般財源

　税収などの一般財源等に対する純経常行政コストの比率をみることにより、当該年度の税
収等のうち、どれだけが資産形成の伴わない行政コストに費消されたのかがわかります。こ
の比率が100％に近づくほど資産形成の余裕度が低いといえ、さらに100％を上回ると、過去
から蓄積した資産が取崩されたことを表します。

）＋
純経常行政コスト

29,237,438
＝×　100

427

受益者負担の割合経常費用

56,315,843 612

（

　住民一人当たりの貸借対照表や行政コスト計算書の各項目の金額を算出することにより、
人口規模等を考慮しないで済むため、他の地方公共団体と比較しやすくなります。また、よ
り市民の皆様が実感を持てる数値となります。

21,895,734

負債合計

６．住民一人当たり財務書類

1,077

固定資産

6,636,466

5,901,255

一般会計等

50,203,967

5

3,551,119

経常収益

補助金等受入（その他一般財源等）
／

行政コスト対税収等比率

97.2 （前年度105.6％）

27,734,415

× 100 ＝

流動資産

93,974,574

固定負債

／

　行政コスト計算書の経常収益は、使用料・手数料など行政サービスに係る受益者負担の金
額ですので、これを経常費用と比較することにより、行政サービスの提供に対する受益者負
担の割合を算出することができます。

1,503,023
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【住民一人当たり行政コスト計算書】 （単位：千円）

人

７．債務償還可能年数

6.9 年

318

303

その他のコスト　小計

92,020

債務償還可能年数

※経常経費充当財源等は、経常経費充当一般財源等から、地方公共団体財政健全化法上の実
質公債費率算定式の「債務負担行為のうち公債費に準ずるもの、公営企業や一部事務組合等
の起こした地方債の償還財源に充てた繰出金や負担金等」と、元金償還金（経常経費充当一
般財源等）を除いた金額です。

移転費用　小計

141,915

住民基本台帳人口（H30.1.1）

336,668

補助金等

6,464,343

その他

他会計への繰出金

物件費

社会保障給付

2,183,596

純行政コスト　　　 c＋（d－e）　　

維持補修費

16,221,438

29,237,438

減価償却費

27,920,708

100,580

     経常収益　　　　　　b

7,792,468

117,382

140,303

165,971

5,673,394

     経常費用　合計　　　ａ

2,219,591

徴収不能引当金繰入額

235,321

項目

6,010,062

一般会計等

541,595

人にかかるコスト　小計

その他

4,102,837

176

4

1

85

2

24

44

2

住民一人当たり

62

24

物にかかるコスト　小計

2

70

その他

66

17

　自治体の抱えている実質債務を経常的に確保できる資金で返済した場合に何年で返済でき
るかを表す指標で、借金の多さや債務返済能力を測る指標です。
　自治体が抱えている借金を返済するには、何らかの形で資金を確保しなければなりませ
ん。また、安定的に返済を行っていかなければならないため、その資金は経常的に確保でき
る必要があります。この指標が小さいほど、債務償還能力が高いことになります。

支払利息

6,127,992 66

純経常行政コスト　 c＝ａ－ｂ　　 27,734,415 301

     臨時利益　　　　　　e

     臨時損失　　　　　　d 3

1

286,873

2

1,503,023

6

職員給与費

経常一般財源等（歳入）等

21,145,301 （前年度7.2年）

＝

充当可能財源

17,529,356

経常経費充当財源等

14,033,091

－

－

※経常一般財源等（歳入）等＝経常一般財源等＋減収補填債特例分発行額＋臨時財政対策債
発行可能額

※充当可能財源は、地方公共団体財政健全化法上の将来負担率算定式の「充当可能基金残高
＋充当可能特定歳入」です。

※将来負担額は、地方公共団体財政健全化法上の将来負担率の算定式により算出した金額です。

将来負担額

66,925,098
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８．基礎的財政収支（プライマリーバランス）

千円

投資活動収支

△ 1,637,448

※業務活動収支は、支払利息支出を除いた金額です。
※投資活動収支は、基金積立金支出と基金取崩収入を除いた金額です。

1,875,229

＋
業務活動収支

237,781

基礎的財政収支
（プライマリーバランス）

（前年度△309,020千円）

＝

　地方債等の元利償還額を除いた歳出と、地方債等発行収入を除いた歳入のバランスをみる
もので、プライマリーバランスが均衡している場合には、経済成長率が長期金利を下回らな
い限り経済規模に対する地方債等の比率は増加せず、持続可能な財政運営であるといえま
す。
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Ⅴ．全体財務書類

（単位：千円）

174,753,318  １　固定負債 100,939,215

169,207,989 （1）地方債 67,542,714

55,340,312 （2）退職手当引当金 8,695,957

30,321,545 （3）その他 24,700,544

22,475,687  ２　流動負債 8,983,137

1,103,682 （1）1年内償還予定地方債 5,916,041

1,439,398 （2）未払金 1,566,347

110,171,361 （3）未払費用 62,061

19,978,043 （4）前受金 2,928

2,431,303 （5）賞与等引当金 566,085

80,074,306 （6）預り金 565,765

5,978,966 （7）その他 303,910

1,708,743 負債合計 109,922,352

3,696,316

2,254,235  １　固定資産等形成分 178,725,240

3,291,094  ２　余剰分（不足分） △ 103,804,722

332,912

1,483,739

1,624,892

142,745

△ 293,194

10,089,552

5,033,050

1,093,546

100

3,971,822

20,137

425

△ 29,528 純資産合計 74,920,518

184,842,870 負債及び純資産合計 184,842,870資産合計

（2）未収金

（3）短期貸付金

（4）基金

（5）棚卸資産

（6）その他

（7）徴収不能引当金

③基金

④その他

⑤徴収不能引当金

 ２　流動資産

（1）現金預金

ⅴ建設仮勘定

③物品

（2）無形固定資産

（3）投資その他の資産

①投資及び出資金

②長期延滞債権

ⅳ建設仮勘定

②インフラ資産

ⅰ土地

ⅱ建物

ⅲ工作物

ⅳその他

純資産の部

全体貸借対照表
（平成30年3月31日）

資産の部 負債の部

 １　固定資産

（1）有形固定資産

①事業用資産

ⅰ土地

ⅱ建物

ⅲ工作物
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１．全体貸借対照表からみた財政状況

（１）資産の部
①有形固定資産

②投資その他の資産

③流動資産

（２）負債の部
①固定負債

②流動負債

（３）純資産の部

　全体貸借対照表は、一般会計等に病院事業、水道事業、国民健康保険事業等の公営事業会計を連
結した、市全体の資産や負債のストック情報を網羅した財務書類です。

　「流動負債」は８９億８，３１４万円で、内訳は「1年内償還予定地方債」が５９億１，６０
４万円、「未払金」が１５億６，６３５万円、「未払費用」が６，２０６万円、「前受金」が２
９３万円、「賞与等引当金」が５億６，６０９万円、「預り金」が５億６，５７７万円、前述し
たもの以外の流動負債「その他」が３億３９１万円となっています。

　資産の部から負債の部を差引いた純資産は７４９億２，０５２万円となっており、資産に占め
る純資産の割合である純資産比率は４０．５％となります。

　高砂市の平成２９年度全体貸借対照表は、資産が１，８４８億４，２８７万円、負債が１，０９
９億２，２３５万円であり、資産から負債を差引いた純資産は７４９億２，０５２万円となりまし
た。

　「固定資産」は１，７４７億５，３３２万円で、そのうち土地や建物等の「有形固定資産」が
１，６９２億７９９万円で、うち土地は５０２億９，９５９万円となっています。
　有形固定資産は総資産額の９１．５％に達しており、「インフラ資産」が１，１０１億７，１
３６万円（構成比６５．１％）で最も高い割合を示しており、一般会計等と比べ約７３１億円増
加しているのは、上下水道事業の資産を合算したことによるものです。次に「事業用資産」が５
５３億４，０３１万円（構成比３２．７％）となっています。

　「投資その他の資産」は３２億９，１０９万円で、うち、期限が到来してから１年以上回収で
きていない債権である「長期延滞債権」を将来、回収により現金化可能な資産として１４億８，
３７４万円を資産計上しています。また、長期延滞債権のうち、時効等により回収が困難になる
と見込まれる額である「徴収不能引当金」を２億９，３１９万円マイナス計上しています。な
お、投資及び出資金が一般会計等と比べて減少しているのは、病院事業会計への出資金を相殺消
去しているためです。

　「流動資産」の総額は、１００億８，９５５万円となっています。「現金預金」が５０億３，
３０５万円、収入未済額のうち、その年度に新たに発生した「未収金」が１０億９，３５５万
円、「徴収不能引当金」を２，９５３万円マイナス計上しています。

　「固定負債」は１，００９億３，９２１万円となっています。内訳は、「地方債」が６７５億
４，２７１万円、「退職手当引当金」が８６億９，５９６万円、前述したもの以外の固定負債
「その他」が２４７億５４万円となりました。
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（単位：千円）

24,068,505
9,857,776
9,273,800

218,658
365,318

12,481,237
6,727,003

344,731
5,408,987

516
1,729,492
1,006,354

151,026
572,112

28,911,093
22,625,312
6,142,341

143,440
52,979,598

6,916,584
983,990

7,900,574
45,079,024

398,601
1,064

399,665

17,382
98,270

115,652
45,363,037

 ２　その他

臨時利益合計

純行政コスト

（純経常行政コスト+臨時損失-臨時利益）

経常収益合計

純経常行政コスト

（経常費用-経常収益）

臨時損失

 １　資産除売却損

 ２　その他

臨時損失合計

臨時利益

 １　資産売却益

（2）社会保障給付

（3）その他

経常費用合計

経常収益

 １　使用料及び手数料

 ２　その他

（3）その他のコスト

①支払利息

②徴収不能引当金繰入額

③その他

 ２　移転費用

（1）補助金等

③その他

（2）物にかかるコスト

①物件費

②維持補修費

③減価償却費

④その他

全体行政コスト計算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

経常費用

 １　業務費用

（1）人にかかるコスト

①職員給与費

②賞与等引当金繰入額
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２．全体行政コスト計算書からみた財政状況

（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）その他のコスト

（４）移転費用

　「職員給与費」は９２億７，３８０万円、「賞与等引当金繰入額」は２億１，８
６６万円、その他の人件費は３億６，５３２万円となり、人にかかるコストは経常
費用の１８．６％を占めています。

　「支払利息」は１０億６３５万円、「徴収不能引当金繰入額」は１億５，１０３
万円、その他の行政コストは５億７，２１１万円となり、その他のコストは経常費
用の３．３％を占めています。

　「補助金等」は２２６億２，５３１万円、「社会保障給付」は６１億４，２３４
万円、その他の移転費用は１億４，３４４万円となり、移転費用は経常費用の５
４．６％を占めています。

　平成２９年度の全体行政コスト計算書は、「経常費用」は５２９億７，９６０万
円、「経常収益」は７９億５７万円となり、差引いた「純経常行政コスト」は４５
０億７，９０２万円となりました。これに「臨時損失」と「臨時利益」の差額を含
めた「純行政コスト」は４５３億６，３０４万円となりました。

　「物件費」は６７億２，７００万円、「維持補修費」は３億４，４７３万円、
「減価償却費」は５４億８９９万円、その他の物件費は５２万円となり、物にかか
るコストは経常費用の２３．６％を占めています。
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（単位：千円）

71,736,916

△ 45,363,037

48,322,706

35,263,131

13,059,575

2,959,669

27,388

192,689

3,856

3,183,602

74,920,518

本年度差額

資産評価差額

その他

本年度純資産変動額

無償所管換等

全体純資産変動計算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

前年度末純資産残高

純行政コスト（△）

財源

税収等

国県等補助金

本年度末純資産残高
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３．全体純資産変動計算書からみた財政状況

（１）純行政コスト

（２）財源

（３）資産評価差額

（４）無償所管換等

　「財源」の合計は、４８３億２，２７１万円となりました。

　「資産評価差額」は２，７３９万円のプラスとなりました。

　「無償所管換等」は１億９，２６９万円のプラスとなりました。

　全体純資産変動計算書は、全体貸借対照表の純資産の部に計上されている各
数値が１年間でどのように変動したかを表す財務書類です。平成２９年度の期
末純資産残高は７４９億２，０５２万円となり、前年度から３１億８，３６０
万円増加しています。なお、本年度末純資産残高は、全体貸借対照表の純資産
合計と一致します。

　「純行政コスト」は、全体行政コスト計算書の純行政コストと一致していま
す。「純行政コスト」は４５３億６，３０４万円のマイナスとなりました。
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（単位：千円）

47,455,125

18,739,359

10,064,055

7,284,533

916,312

474,459

28,715,766

22,424,975

6,142,341

148,450

53,833,138

34,156,414

11,676,552

7,213,259

786,913

6,378,013

9,029,112

7,701,243

645,869

682,000

4,384,994

1,778,606

133,390

668,293

169,994

1,634,711

△ 4,644,118

（5）その他の収入

投資活動収支

（3）貸付金支出

 ２　投資活動収入

（1）国県等補助金収入

（2）基金取崩収入

（3）貸付金元金回収収入

（4）資産売却収入

（4）その他の収入

業務活動収支

投資活動収支

 １　投資活動支出

（1）公共施設等整備費支出

（2）基金積立金支出

③その他の支出

 ２　業務収入

（1）税収等収入

（2）国県等補助金収入

（3）使用料及び手数料収入

②物件費支出

③支払利息支出

④その他の支出

（2）移転費用支出

①補助金等支出

②社会保障給付支出

全体資金収支計算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

業務活動収支

 １　業務支出

（1）業務費用支出

①人件費支出
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6,004,493

5,747,933

256,560

5,901,713

5,901,713

△ 102,780

1,631,115

3,086,611

4,717,726

346,076

△ 30,752

315,324

5,033,050

４．全体資金収支計算書からみた財政状況

（１）業務活動収支

（２）投資活動収支

（３）財務活動収支

（４）本年度資金収支額

　「財務活動収支」の支出合計は、６０億４４９万円、収入合計は５９億１７１万円と
なり、差引き１億２７８万円の赤字となりました。

　「業務活動収支額」、「投資活動収支額」、「財務活動収支額」を合算した額です。
１６億３，１１２万円の黒字となりました。

　市全体の資産のうち、現金資産に注目し、各会計の収支を「業務活動収支」、「投資
活動収支」、「財務活動収支」の３つに区分して表示し、その会計年度の収支の実態を
反映させた資金収支計算書を連結したものが、全体資金収支計算書です。

　「業務活動収支」の支出合計は、４７４億５，５１３万円、収入合計は５３８億３，
３１５万円となり、差引き６３億７，８０２万円の黒字となりました。

　「投資活動収支」の支出合計は、９０億２，９１１万円、収入合計は４３億８，４９
９万円となり、差引き４６億４，４１２万円の赤字となりました。

本年度末資金残高

前年度末歳計外現金残高

本年度歳計外現金増減額

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

 ２　財務活動収入

（1）地方債発行収入

財務活動収支

本年度資金収支額

前年度末資金残高

財務活動収支

 １　財務活動支出

（1）地方債償還支出

（2）その他の支出

-27-



Ⅵ．連結財務書類

（単位：千円）

175,020,933  １　固定負債 100,939,578

169,288,093 （1）地方債 67,542,714

55,419,266 （2）退職手当引当金 8,695,957

30,400,499 （3）その他 24,700,907

22,475,687  ２　流動負債 9,021,667

1,103,682 （1）1年内償還予定地方債 5,916,041

1,439,398 （2）未払金 1,600,528

110,171,361 （3）未払費用 62,061

19,978,043 （4）前受金 5,205

2,431,303 （5）賞与等引当金 566,085

80,074,306 （6）預り金 567,033

5,978,966 （7）その他 304,714

1,708,743 負債合計 109,961,245

3,697,466

2,254,571  １　固定資産等形成分 178,787,855

3,478,269  ２　余剰分（不足分） △ 103,477,768

167,912  ３　他団体出資等分 205,000

1,485,043

1,975,763

142,745

△ 293,194

10,455,399

5,391,276

1,101,168

99

3,971,822

20,137

425

△ 29,528 純資産合計 75,515,087

185,476,332 負債及び純資産合計 185,476,332

（3）短期貸付金

資産合計

純資産の部

①投資及び出資金

②長期延滞債権

③基金

④その他

（5）棚卸資産

（6）その他

（7）徴収不能引当金

（4）基金

⑤徴収不能引当金

 ２　流動資産

（1）現金預金

（2）未収金

ⅱ建物

ⅲ工作物

ⅴ建設仮勘定

③物品

（3）投資その他の資産

ⅳその他

（2）無形固定資産

ⅰ土地

ⅱ建物

ⅲ工作物

ⅳ建設仮勘定

②インフラ資産

ⅰ土地

連結貸借対照表
（平成30年3月31日）

資産の部 負債の部

 １　固定資産

（1）有形固定資産

①事業用資産
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１．連結貸借対照表からみた財政状況

（１）資産の部
①有形固定資産

②投資その他の資産

③流動資産

（２）負債の部
①固定負債

②流動負債

（３）純資産の部
　資産の部から負債の部を差引いた純資産は７５５億１，５０９万円となっており、資産に占め
る純資産の割合である純資産比率は４０．７％となります。

　高砂市の平成２９年度連結貸借対照表は、資産が１，８５４億７，６３３万円、負債が１，０９
９億６，１２４万円であり、資産から負債を差引いた純資産は７５５億１，５０９万円となりまし
た。

　「固定資産」は１，７５０億２，０９３万円で、そのうち土地や建物等の「有形固定資産」が
１，６９２億８，８０９万円で、うち土地は５０３億７，８５４万円となっています。
　有形固定資産は総資産額の９１．２％に達しており、「インフラ資産」が１，１０１億７，１
３６万円（構成比６５．１％）で最も高い割合を示しており、一般会計等と比べ約７３１億円増
加しているのは、上下水道事業の資産を合算したことによるものです。次に「事業用資産」が５
５４億１，９２７万円（構成比３２．７％）となっています。

　「投資その他の資産」は３４億７，８２７万円で、うち、期限が到来してから１年以上回収で
きていない債権である「長期延滞債権」を将来、回収により現金化可能な資産として１４億８，
５０４万円を資産計上しています。また、長期延滞債権のうち、時効等により回収が困難になる
と見込まれる額である「徴収不能引当金」を２億９，３１９万円マイナス計上しています。な
お、投資及び出資金が一般会計等と比べて減少しているのは、連結対象会計・団体・法人間で出
資金・出捐金を相殺消去しているためです。

　連結貸借対照表は、連結対象の各会計・団体・法人をひとつの行政サービスの実施体とみなし
て、資産や負債のストック情報を網羅した財務書類です。連結に際して、一般会計等から連結対象
会計・法人等への出資金や連結対象会計・法人等の間での内部取引は相殺消去を行っています。

　「流動資産」の総額は、１０４億５，５４０万円となっています。「現金預金」が５３億９，
１２８万円、収入未済額のうち、その年度に新たに発生した「未収金」が１１億１１７万円、
「徴収不能引当金」を２，９５３万円マイナス計上しています。

　「固定負債」は１，００９億３，９５８万円となっています。内訳は一般会計等及び下水道事
業、病院事業、水道事業等の「地方公共団体」の地方債が６７５億４，２７１万円、「退職手当
引当金」が８６億９，５９６万円、前述したもの以外の固定負債「その他」が２４７億９１万円
となりました。

　「流動負債」は９０億２，１６６万円で、内訳は「1年内償還予定地方債」が５９億１，６０
４万円、「未払金」が１６億５３万円、「未払費用」が６，２０６万円、「前受金」が５２１万
円、「賞与等引当金」が５億６，６０８万円、「預り金」が５億６，７０３万円、前述したもの
以外の流動負債「その他」が３億４７１万円となっています。
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（単位：千円）

24,417,716
9,947,702
9,362,753

218,658
366,291

12,496,894
6,711,409

375,798
5,409,163

524
1,973,120
1,006,354

151,026
815,740

37,554,515
31,260,129
6,142,341

152,045
61,972,231

6,916,584
1,035,385
7,951,969

54,020,262

398,601
1,064

399,665

17,382
98,270

115,652
54,304,275

連結行政コスト計算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

経常費用

 １　業務費用

（1）人にかかるコスト

①職員給与費

④その他

②賞与等引当金繰入額

③その他

（2）物にかかるコスト

①物件費

（3）その他のコスト

②維持補修費

③減価償却費

①支払利息

②徴収不能引当金繰入額

③その他

 ２　移転費用

（1）補助金等

臨時損失合計

（2）社会保障給付

（3）その他

経常費用合計

経常収益

 １　使用料及び手数料

 ２　その他

経常収益合計

純経常行政コスト

（経常費用-経常収益）

臨時損失

 ２　その他

臨時利益

 ２　その他

 １　資産除売却損

 １　資産売却益

臨時利益合計

純行政コスト

（純経常行政コスト+臨時損失-臨時利益）
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２．連結行政コスト計算書からみた財政状況

（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）その他のコスト

（４）移転費用

　平成２９年度の連結行政コスト計算書は、「経常費用」は６１９億７，２２３万
円、「経常収益」は７９億５，１９７万円となり、差引いた「純経常行政コスト」
は５４０億２，０２６万円となりました。これに「臨時損失」と「臨時利益」の差
額を含めた「純行政コスト」は５４３億４２８万円となりました。

　「物件費」は６７億１，１４１万円、「維持補修費」は３億７，５８０万円、
「減価償却費」は５４億９１６万円、その他の物件費は５２万円となり、物にかか
るコストは経常費用の２０．２％を占めています。

　「補助金等」は３１２億６，０１３万円、「社会保障給付」は６１億４，２３４
万円、その他の移転費用は１億５，２０５万円となり、移転費用は経常費用の６
０．６％を占めています。

　「職員給与費」は９３億６，２７５万円、「賞与等引当金繰入額」は２億１，８
６６万円、その他の人件費は３億６，６２９万円となり、人にかかるコストは経常
費用の１６．１％を占めています。

　「支払利息」は１０億６３５万円、「徴収不能引当金繰入額」は１億５，１０３
万円、その他の行政コストは８億１，５７４万円となり、その他のコストは経常費
用の３．２％を占めています。
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（単位：千円）

72,374,994

△ 54,304,275

57,205,282

39,689,844

17,515,438

2,901,007

27,388

192,689

0

19,009

3,140,093

75,515,087

他団体出資等分の増減

本年度差額

資産評価差額

その他

本年度純資産変動額

本年度末純資産残高

無償所管換等

連結純資産変動計算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

前年度末純資産残高

純行政コスト（△）

財源

税収等

国県等補助金

-32-



３．連結純資産変動計算書からみた財政状況

（１）純行政コスト

（２）財源

（３）資産評価差額

（４）無償所管換等

　「財源」の合計は、５７２億５２８万円となりました。

　「資産評価差額」は２，７３９万円のプラスとなりました。

　「無償所管換等」は１億９，２６９万円のプラスとなりました。

　連結純資産変動計算書は、連結貸借対照表の純資産の部に計上されている各
数値が１年間でどのように変動したかを表す財務書類です。平成２９年度の期
末純資産残高は７５５億１，５０９万円となり、前年度から３１億４，００９
万円増加しています。なお、本年度末純資産残高は、連結貸借対照表の純資産
合計と一致します。

　「純行政コスト」は、連結行政コスト計算書の純行政コストと一致していま
す。「純行政コスト」は５４３億４２８万円のマイナスとなりました。
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（単位：千円）

56,441,550

19,082,687

10,153,463

7,264,728

916,312

748,184

37,358,863

31,059,652

6,142,341

156,870

62,764,864

38,583,127

16,132,415

7,213,259

836,063

6,323,314

9,109,726

7,701,243

726,483

682,000

4,487,822

1,778,606

236,218

668,293

169,994

1,634,711

△ 4,621,904

（3）貸付金元金回収収入

（5）その他の収入

投資活動収支

（3）貸付金支出

 ２　投資活動収入

（1）国県等補助金収入

（2）基金取崩収入

（4）資産売却収入

（4）その他の収入

業務活動収支

投資活動収支

 １　投資活動支出

（1）公共施設等整備費支出

（2）移転費用支出

①補助金等支出

②社会保障給付支出

（2）基金積立金支出

③その他の支出

 ２　業務収入

（1）税収等収入

（2）国県等補助金収入

（3）使用料及び手数料収入

連結資金収支計算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

業務活動収支

 １　業務支出

（1）業務費用支出

①人件費支出

②物件費支出

③支払利息支出

④その他の支出
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6,004,493

5,747,933

256,560

5,901,713

5,901,713

△ 102,780

1,598,630

3,467,248

10,055

5,075,933

346,092

△ 30,749

315,343

5,391,276

４．連結資金収支計算書からみた財政状況

（１）業務活動収支

（２）投資活動収支

（３）財務活動収支

（４）本年度資金収支額

　「財務活動収支」の支出合計は、６０億４４９万円、収入合計は５９億１７１万円と
なり、差引き１億２７８万円の赤字となりました。

（1）地方債発行収入

　連結対象団体の資産のうち、現金資産に注目し、各会計・団体・法人の収支を「業務
活動収支」、「投資活動収支」、「財務活動収支」の３つに区分して表示し、その会計
年度の収支の実態を反映させた資金収支計算書を連結したものが、連結資金収支計算書
です。

　「業務活動収支」の支出合計は、５６４億４，１５５万円、収入合計は６２７億６，
４８６万円となり、差引き６３億２，３３１万円の黒字となりました。

　「投資活動収支」の支出合計は、９１億９７２万円、収入合計は４４億８，７８２万
円となり、差引き４６億２，１９０万円の赤字となりました。

 ２　財務活動収入

　「業務活動収支額」、「投資活動収支額」、「財務活動収支額」を合算した額です。
１５億９，８６３万円の黒字となりました。

前年度末歳計外現金残高

本年度歳計外現金増減額

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

財務活動収支

本年度資金収支額

経費負担割合の変更に伴う差額

本年度末資金残高

財務活動収支

 １　財務活動支出

（1）地方債償還支出

（2）その他の支出

前年度末資金残高
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Ⅶ．連結財務書類の分析

１．貸借対照表の連単分析

（単位：千円）

　連結貸借対照表の資産合計は一般会計等の1.87倍になっており、固定資産が
1.86倍、流動資産は2.02倍となっています。また、投資等が0.59倍と一般会計等
の数値より小さくなっているのは、投資及び出資金のほとんどが連結対象となる
会計や団体に対するものですので、連結全体で考えれば単なる内部取引として連
結対象となる会計や団体の資本と相殺消去されるためです。
　また、負債合計が普通会計の2.57倍となっています。これは、下水道事業、水
道事業及び病院事業の起債の残高が多いためです。

75,515,087 1.34

物品

2.02

投資その他の資産

流動資産

100,939,578

9,021,667 2.54

42,825,078 109,961,245 2.57

185,476,332 1.87

39,273,959

3,551,119

2.57

1.10

有形固定資産

事業用資産

無形固定資産

99,140,921

3,478,269 0.59

5,166,347 10,455,399

5,901,255

固定負債

流動負債

93,974,574

50,203,967

37,057,145

一般会計等
（Ａ）

87,677,508

インフラ資産

395,811

連単倍率
（Ｂ）/（Ａ）

固定資産 175,020,933 1.86

項目

416,396

連結
（Ｂ）

1.93169,288,093

55,419,266

110,171,361 2.97

3,697,466 8.88

2,254,571 5.70

純資産合計

資産合計

56,315,843

　連結財務書類の分析の方法として、連単分析があります。これは、一般会計等財務書類の数値
と連結財務書類の数値を比較することにより、一般会計等以外での資産や行政サービスの規模等
を把握することができます。

　資産や負債の連単倍率（連結財務書類計上額÷一般会計等財務書類計上額）を分析するこ
とにより、一般会計等だけでは見えない公共資産整備の状況や借金の規模を把握することが
できます。また、有形固定資産の性質別区分の連単倍率を比較することで、一般会計等以外
の会計・団体・法人でどのような性質の資産整備が行われているかを分析することができま
す。

負債合計
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２．行政コスト計算書の連単分析

（単位：千円）

　連結行政コスト計算書の経常費用合計は、一般会計等の2.12倍になっていま
す。そのうち、補助金等にかかるコストは４.01倍となっています。これは国民健
康保険、後期高齢者医療、介護保険などにかかるコストが大きいためです。他会
計への繰出金が連結では0円になっているのは、一般会計等から他会計への繰出金
などの会計間の内部取引を相殺消去しているためです。また、支払利息が4.28倍
と非常に高くなっているのは、下水道事業の起債の利息が多くなっているためで
す。
　経常収益は、一般会計等の5.29倍と高くなっています。これは、病院事業、下
水道事業、水道事業の事業収入や国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険など
の保険料等が計上されているためです。

54,304,275 1.94

286,873 399,665 1.39

100,580 115,652 1.15

27,920,708

117,382 152,045 1.30

16,221,438 37,554,515 2.32

1,973,120 3.64

7,792,468 31,260,129 4.01

0 ―2,183,596

151,026 1.08

165,971 815,740 4.91

連単倍率
（Ｂ）/（Ａ）

項目

職員給与費

その他

2,219,591

6,464,343

人にかかるコスト　小計

一般会計等
（Ａ）

連結
（Ｂ）

9,362,753

賞与等引当金繰入額 0 218,658

支払利息

徴収不能引当金繰入額

その他

物件費

減価償却費

その他

物にかかるコスト　小計

他会計への繰出金

その他

5,673,394

336,668

6,010,062

4,102,837

0

移転費用　小計

臨時損失　　　　　 d

臨時利益　　　　　 e

純行政コスト　　　c＋（d－e）　　

その他のコスト　小計

補助金等

経常費用　　　合計 ａ

純経常行政コスト　 c＝ａ－ｂ　　

140,303

541,595

1.65

1.64

5,409,163 2.44

366,291 1.09

9,947,702 1.66

235,321 1,006,354 4.28

524 ―

12,496,894 1.93

―

維持補修費 141,915 375,798 2.65

社会保障給付 6,127,992 6,142,341 1.00

6,711,409

29,237,438 61,972,231 2.12

経常収益　　　　　 ｂ 1,503,023 7,951,969 5.29

27,734,415 54,020,262 1.95
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３．純資産変動計算書の連単分析

（単位：千円）

４．資金収支計算書の連単分析

（単位：千円）

 連結純資産変動計算書の国県等補助金は、一般会計等の2.34倍になっています。
これは国民健康保険、介護保険で療養給付費負担金などの国県支出金を計上して
いることによるものです。

 連結資金収支計算書の本年度末現金預金残高は、一般会計等の4.87倍になってい
ます。これは水道事業における現金預金額が大きいためです。

本年度末純資産残高 56,315,843 75,515,087 1.34

項目

192,689

純行政コスト（△） △ 27,920,708

無償所管換等

27,388

21,895,734

27,388

前年度末純資産残高

39,689,844

0 0 ―他団体出資等分の増減

その他 0 19,009

2.9764,890

1.00資産評価差額

17,515,438 2.34国県等補助金

1.81税収等

7,498,388

△ 54,304,275 1.94

一般会計等
（Ａ）

連結
（Ｂ）

連単倍率
（Ｂ）/（Ａ）

54,750,151 72,374,994 1.32

業務収入 28,879,781 62,764,864 2.17

項目
一般会計等

（Ａ）
連結
（Ｂ）

連単倍率
（Ｂ）/（Ａ）

業務活動収支額　　　　（ａ） 1,639,908

投資活動収支額　　　　（ｂ） △ 1,961,453 △ 4,621,904 2.36

投資活動支出 4,591,598 9,109,726 1.98

投資活動収入 2,630,145 4,487,822 1.71

財務活動収支額　　　　（ｃ） 577,663 △ 102,780 △ 0.18

財務活動支出 3,023,150 6,004,493 1.99

財務活動収入 3,600,813 5,901,713 1.64

256,118

本年度末現金預金残高（ｅ）+（ｆ） 1,107,439 5,391,276 4.87

本年度資金収支額（ｄ＝ａ+ｂ+ｃ） 1,598,630 6.24

本年度末歳計外現金残高（ｆ） 315,324 315,343 1.00

本年度末資金残高　　　（ｅ） 792,115 1,598,630 2.02

業務支出 27,239,873 56,441,550 2.07

―

6,323,314 3.86
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